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添 3 ヘ-第 2 図 青森県東方沖から三陸沖で発生した津波の推定波源域 

注 1：地震調査研究推進本部(2012)
(16)

より抜粋・一部加筆、「1611

慶長」及び「1677 延宝」の震源域は羽鳥(2000)
(5)
による。 
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諸元 

(土木学会(2002)(22)の諸元を補正) 

ﾓｰﾒﾝﾄ 

ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 

Mw 

断層長さ 

L 

(㎞) 

断層幅 

W 

(㎞) 

走向 

θ 

(°) 

上縁深さ 

d 

(㎞) 

傾斜

角 

δ 

(°) 

すべり角 

λ 

(°) 

剛性率 

μ 

(N/m2) 

すべり量 

D 

(m) 

8.32 120 70 205 26 20 90 5.0×1010 9.00 

 

 

添 3 ヘ-第 4 図 既往津波の再現性の確認に用いた波源モデルの位置及び諸元 

(1/2)(1856 年の津波) 

敷地 
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諸元 

(土木学会(2002)(22)の諸元を補正) 

ﾓｰﾒﾝﾄ 

ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 

Mw 

断層長さ 

L 

(㎞) 

断層幅 

W 

(㎞) 

走向 

θ 

(°) 

上縁深さ 

d 

(㎞) 

傾斜

角 

δ 

(°) 

すべり角 

λ 

(°) 

剛性率 

μ 

(N/m2) 

すべり量 

D 

(m) 

8.36 150 100 195 12 20 76 5.0×1010 5.90 

添 3 ヘ-第 4 図 既往津波の再現性の確認に用いた波源モデルの位置及び諸元 

(2/2)(1968 年の津波)  

敷地 
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1,440m 

  480m 

  160m 

   80m 

空間格子間隔Δs 400 ㎞ 200 0 

Ｎ 

注 1：コンター線は、1,000m ピッチ。 

添 3 ヘ-第 5 図 計算領域とその水深及び格子分割 
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注 2：コンター線は、陸域 5m、

海域 2m ピッチ。 

注 1：コンター線は、陸域10m、

海域 5m ピッチ。 

Ｎ 

8.0 ㎞ 4.0 0 

2.0 ㎞ 1.0 0 

80m 

40m 

20m 

10m 

 5m 

空間格子間隔Δs 

Ｎ 

添 3 ヘ-第 6 図 敷地近傍の計算領域とその水深及び格子分割 
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諸元 

(添 3 ヘ-第 4 図(2/2)に示す波源モデルの諸元を補正) 

ﾓｰﾒﾝﾄ 

ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 

Mw 

断層長さ 

L 

(㎞) 

断層幅 

W 

(㎞) 

走向 

θ 

(°) 

上縁深さ 

d 

(㎞) 

傾斜

角 

δ 

(°) 

すべり角 

λ 

(°) 

剛性率 

μ 

(N/m2) 

すべり量 

D 

(m) 

8.4 157 104 195 12 20 76 5.0×1010 6.16 

添 3 ヘ-第 9 図 三陸沖北部のプレート間地震の波源モデルの位置及び諸元 

敷地 
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諸元 

(土木学会(2002)(22)の諸元) 

ﾓｰﾒﾝﾄ 

ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 

Mw 

断層長さ 

L 

(㎞) 

断層幅 

W 

(㎞) 

走向 

θ 

(°) 

上縁深さ 

d 

(㎞) 

傾斜

角 

δ 

(°) 

すべり角 

λ 

(°) 

剛性率 

μ 

(N/m2) 

すべり量 

D 

(m) 

8.3 210 50 188 1 20 75 3.5×1010 9.70 

添 3 ヘ-第 10 図 津波地震の波源モデルの位置及び諸元  

敷地 
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添 3 ヘ-第 11 図 北方への連動型地震の波源モデルの位置及び諸元(基本モデル) 
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添 3 ヘ-第 12 図 北方への連動型地震の波源モデルの位置及び諸元(1/2) 

(すべり量割増モデル) 
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添 3 ヘ-第 12 図 北方への連動型地震の波源モデルの位置及び諸元(2/2) 

(海溝側強調モデル) 
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添 3 ヘ-第 13 図 破壊開始点の位置 
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添 3 ヘ-第 17 図 正弦波入力による検討結果 

 

 

添 3 ヘ-第 18 図 周波数分析結果 
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添 3 ヘ-第 19 図 格子間隔の妥当性に係る検討結果  

土木学会(2016)(28)により算定される格子間隔の目安は、尾駮沼奥で 31m 以下、尾駮沼入り

口～尾駮沼中央部で 111m 程度である。一方、当該領域の格子間隔は 5m に設定している。 

土木学会(2016)(28)による格子間隔の設定 

注 1：コンター線は、陸域 2m、海域 1m ピッチ。 
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諸元 

（土木学会(2002)(22)の諸元を補正） 
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(㎞) 

断層幅 

W 

(㎞) 

走向 

θ 

(°) 

上縁深さ 

d 

(㎞) 

傾斜

角 

δ 

(°) 

すべり角 

λ 

(°) 

剛性率 

μ 

(N/m2) 

すべり量 

D 

(m) 

8.6 283 50 180 1 45 270 7.0×1010 10.10 

添 3 ヘ-第 20 図 海洋プレート内地震の波源モデルの位置及び諸元（正断層型の地震） 

敷地 
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添 3 ヘ-第 21 図 敷地周辺海域の活断層分布 
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添 3 ヘ-第 22 図 海底地すべり地形 

SLS-2 

SLS-1 

SLS-4 

SLS-3 

SLS-5 

敷地 
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（黒線：現地形、赤線：復元地形） 

添 3 ヘ-第 23 図 海底地すべり地形の断面 
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添 3 ヘ-第 24 図 計算領域とその水深及び格子分割 

*1：Δs=40m 以下の計算領域については添 3 ヘ-第 6 図参照。 
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添 3 ヘ-第 25 図 すべり量 3 倍モデルの位置及び諸元 
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添 3 ヘ-第 26 図 全域超大すべり域モデルの位置及び諸元 
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